
Perfection

PFT-T1000PF
FORN Series　 パッシブフィルター搭載電源ボックス（写真上）
¥52,000（税込）

KOJO TECHNOLOGY

Platinum6-VP
電源ボックス
¥435,600（税込）  ※50台の限定生産

KOJO TECHNOLOGY

Platinum 
4-VP
電源ボックス
¥310,200（税込）  ※50台の限定生産

S p e c i f i c a t i o n s
【Platinum4-VP】●ライン導体表面積(typ.)：N/L／46,000cm²、GND／46,000cm²●コンセント：3Pコンセント
（NEMA5-15R）×4口●サイズ：90W×63.8H×326Dmm（アース端子含まず）●質量：2.3kg

【Platinum6-VP】●ライン導体表面積(typ.)：N/L／69,000cm²、GND／81,000cm²●コンセント：3Pコンセント
（NEMA5-15R）×6口●サイズ：90W×63.8H×489Dmm（アース端子含まず）●質量：3.3kg

【共通】●電圧：AC100V（定格AC125V）●周波数：50／60Hz●容量：1,500VA●相数：単相アース付き●
絶縁耐圧：AC1,500V 1分間●絶縁抵抗：DC500V 100MΩ以上●インレット：3Pインレット（IEC60320 C14）
●コンセント：3Pコンセント（NEMA5-15R）●付属品：マニュアル、保証書●取り扱い：（株）光城精工
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仮想アースの機能を組み合わせた
新発想の画期的な電源ボックス

仮
想
ア
ー
ス
技
術
を
取
り
入
れ
た 

光
城
精
工
の
ハ
イ
エ
ン
ド
モ
デ
ル

　

光
城
精
工
の
電
源
ボ
ッ
ク
ス
と
い
う

と
、「
つ
な
げ
て
使
え
る
」
ク
リ
ス
タ

ル
シ
リ
ー
ズ
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
、

と
い
う
方
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
と
て
も
便
利
で
音
質
的
に
も
優
れ

た
製
品
群
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

普
及
価
格
帯
に
属
す
る
も
の
と
い
っ
て

よ
い
。
し
か
し
同
社
は
そ
も
そ
も
が
技

術
集
団
的
な
企
業
で
、
オ
ー
デ
ィ
オ
よ

り
高
い
信
頼
を
要
す
る
医
療
関
連
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
電
源
周
り
の
機
器
を

開
発
・
供
給
し
て
い
る
。
そ
の
技
術
を

結
集
す
れ
ば
、
世
界
の
ハ
イ
エ
ン
ド
・

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
を
ド
ラ
イ
ブ
で
き
る

電
源
ボ
ッ
ク
ス
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
、
な
ど
と
夢
想
し
て
い
た
ら
、
そ

れ
が
本
当
に
現
れ
た
の
で
驚
い
た
。
同

社
の
創
業
35
周
年
を
飾
る
限
定
モ
デ

ル
、
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｍ
４
‐
Ｖ
Ｐ
お

よ
び
同
６
で
あ
る
。

　

一
般
に
電
源
ボ
ッ
ク
ス
の
内
部
配
線

は
、
極
太
の
撚
り
線
か
ブ
ス
バ
ー
と
呼

ば
れ
る
肉
厚
の
金
属
板
が
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
本
機
は

何
と
プ
リ
ン
ト
基
板
を
採
用
し
て
い
る

と
い
う
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
も
の
で

大
電
力
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

い
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
手
抜
か
り

が
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
一
般
的
な
基

板
の
パ
タ
ー
ン
の
導
体
厚
は
、
35
ミ
ク

ロ
ン
の
と
こ
ろ
、
４
倍
の
１
４
０
ミ
ク

ロ
ン
と
い
う
厚
み
を
持
た
せ
、
幅
も

37
・
５
㎜
と
す
る
こ
と
で
、
撚
り
線
で

い
う
と
こ
ろ
の
５
・
５
ス
ケ
ア（
５
・

５
㎟
）と
等
し
い
断
面
積
を
得
て
い
る

Special Issue
「オーディオアクセサリー銘機賞2026」
受賞モデル

光城精工の設立35周年を記念して発売されたハイエンド電源ボックス「Platinum4-VP」と「Platinum6-VP」がオーディオアクセサ
リー銘機賞2026において栄えあるグランプリを獲得した。本製品は従来品と異なるプリント基板による大容量電源供給方式を採用
し、電源ラインの静電シールドと低インピーダンス化によりノイズ抑制を図るとともに、振動対策としてMechanical Isolation System
（M.I.S）を導入することで、高い剛性と堅牢性も両立させている。世界各50台限定生産モデル。

Photo by
田代法生（製品）
君嶋寛慶（人物）

Text by

炭山アキラ
Akira Sumiyama

光城精工の最高峰モデルがグランプリを受賞



　電源ボックス内の配線にプリント基板を用いるという画期的構造によ
る恩恵が大きいのか、実にスピーディーかつ軽快なサウンドが心地よい
アクセサリーである。一般的なプリント基板と比較して約15倍の断面
積を有する基板によって、5.5㎣スケア相当という極太級の電源ケーブ
ルのそれに比類する大容量化を実現しているといい、実に安定感のあ
る出音を実現しているのだ。電源ボックスには電解コンデンサによる仮
想アース（グランド安定化）技術も内蔵されているが、基板構造の影響か、
もしくは初採用となる面実装タイプの電解コンデンサの影響なのか、こ
れまでの同社の仮想アース効果よりもニュートラルな明瞭さや音色感を
実現しているように感じられた。
　価格帯だけを見ると、同社の他のラインアップと比べてその差は大き
く感じるかもしれないが、同社35周年を記念したハイエンドモデルとして、
その名と価格に相応しい出来栄えだと言って良いだろう。この構造や
技術が、より価格を抑えたスタンダードクラスにも投入される予定とのこ
とで、今後の展開も楽しみである。

　世界限定50台のレア製品だ。4口と6口タイプが用意され、内部配
線がわりの極厚プリント基板はおそらく電源ボックス史上初。その効果
と得意の仮想アース技術も加え、ＫＯＪＯならではのノウハウで作りあげ
た一品ものである。
　Platinumにふさわしい白金色のボディで高級品の風格だ。微細振
動をも消滅させる巧みな筐体構造で、電気系のＳ／Ｎも素晴らしく優秀。
その音は純度やレスポンスを高め、キラキラと輝くような立体的な音場
空間を描き出す。音に高さと奥行がある感じだ、ステレオ2次元が3次
元になり、イマーシブ（没入）の世界に入り込んだかと錯覚する。
　通常のコンセントボックスとは次元の違う効果だが、音調そのものは
ナチュラルなワイドレンジで、どしっと安定したピラミッドバランスだ。ここ
では主にＣＤやプリ、ステレオパワーなどをつないだが、電気エネルギー
のロス感がなく接続機器のポテンシャルが100％発揮される印象だ。
Platinum4-VPと同6-VPとでは口数の違いだけで、効果はほぼ共通。
さらに開発が続くようで、電源愛好家としてＫＯＪＯに期待する。

　独自の仮想アース・テクノロジーを応用した導体構造など技術的に
も興味深い点は多々あるが、今回は割愛して音質の点だけに触れるこ
とにしたい。
　電源ボックスは電源を分配する装置だが、同時にエネルギーも分配
することになる。そこを正しく理解して設計しないと、どこか偏った音調
がシステム全体に広がってしまうことになるわけである。電源ボックスで
音が変わるのは、大体こうした理由による。
　本機は光城精工として初めての試みだが、さすがに核心をぴたりと捉
えた設計を行っていることに感心させられる。その成果は音質に明らかで、
エネルギーが増して出方が楽になる。どこかに引っかかっていたものが
開放されて、信号の流れが滑らかになったのを感じるのである。ディテー
ルの隅 ま々で神経が通ってきた感覚で、音楽に活力がみなぎってくる。
　さらに仮想アース機能を加えると、今度は目に見えては静かさが増す。
電源ボックスとしては珍しい装備だが、同社らしい構成である。限定生
産というのが惜しいが、その意義は大変大きい。

電気エネルギーの変換効率が高く
接続機器のポテンシャルを100％発揮

林 正儀 Masanori Hayashi

　光城精工は創立35周年にあたり、Platinumシリーズの電源ボックス
を開発。４個口のPlatinum4-VPと６個口のPlatinum6-VPがあり、コ
ンセントには明工社のシングル型ホスピタルグレードを装着。このモデ
ルには内部配線系に両面プリント基板を採用しているが、一般的なも
のよりも厚みのある140ミクロン／幅：37.5mmという断面積で大容量
化を実現している。オーディオ用途として、このような電源ボックスに採
用された例は聞いたことがなく大変興味深い。構造としても大変合理
的である。
　音元出版の試聴室で６個口のモデルにサエクの高級電源ケーブル
を接続して試聴を行った。すると、すっきりと高域へ帯域を拡大、空間
を広く表現して爽快なサウンドが現れる。ほとんど経験したことのないバ
ランスである。中低音のエネルギー密度は多少弱めな印象を示すが、
解像度が高く明晰さのある表現は魅力である。低音は締まりを効かせ
分解力は良好である。

これまでの同社の仮想アース効果よりも
ニュートラルな明瞭さや音色感を実現

生形三郎 Saburo Ubukata

　類例のない画期的な内容を耳で納得・実感させる電源ボックスであ
る。音楽の背景を成す音場が、聴いたこと感じたことのないレベルで静
かだ。ここまで静かだと聴き手の聴覚は逆に、このうえなく研ぎ澄まされ
るものなのだと分かった。楽音がアタックから、余韻が減衰し尽くすまで
に経る時間的、そして空間的な過程のひとつひとつに驚かされる。まさ
かのプリント基板による内部配線・仮想アース技術の導入という斬新
かつ高度な内容は、自作では困難で、自分なりに究極の音を求めて電
源ボックスを自作し愛用する者としては悔しくもあるが、音を聴くとこれは
もう「さすが光城精工！　降参！」と呟くしかない。
アース端子は外装ケースだけでなく基板のグラウンドラインにも接続され
ているので、このボックスのコンセントに２Ｐの電源ケーブルしか接続しな
い場合はこの端子に是非繋ぐべきである。繋げばＳ／Ｎがさらに向上
する。電源ボックス兼仮想アースとしての本機の音調は、中低域に深
みと豊かさがありながらも音像はぼやけず、ビシッと明瞭にピントが合う
印象だ。

核心をぴたりと捉えた設計により
エネルギーが増して出方が楽になる

井上千岳 Chitake Inoue

　4口のPlatinum4-VPから給電した音は、音の重心が低く空間の見
通しも良い。エネルギーが素直に出てくる印象で、嫌な付帯音もつかな
い。アキュフェーズのプリアンプに接続している電源ケーブルのアース
をPlatinum4-VPのアースの端子へ接続すると、空間の見通しがさらに
良くなり、女性コーラスの漂うようなニュアンスもより良くなる。
　一方、Platinum6-VPもエネルギー感は高いが、Platinum4‐VPと
の直接比較である今回のテストでは、Platinum6-VPの方が微妙に弱
く感じる。ただし、空間の見え方や瑞瑞しい音色感などは、ほぼ同じとい
える。ボディが大きくなる分、「振動コントロールが難しくなるか？」とも思っ
たが付帯音が増えることはなかった。アースの端子への接続でも効果
はPlatinum4-VPと同様である。
　両機ともに、仮想アース回路の効果もいいが、電源ボックスとしての
基本的な性能が高く、音の印象は良かった。

審査委員が語るPlatinum“4-VP / 6-VP”の魅力
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と
い
う
。
イ
ン
レ
ッ
ト
か
ら
各
コ
ン
セ

ン
ト
ま
で
の
パ
タ
ー
ン
は
一
直
線
に
伸

び
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｎ
）と
ラ
イ
ブ

（
Ｌ
）の
配
線
パ
タ
ー
ン
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
挟
ま
れ
て
、
パ
タ
ー
ン
上
で
静
電

シ
ー
ル
ド
が
完
成
し
て
い
る
。

　

撚
り
線
や
ブ
ス
バ
ー
よ
り
も
コ
ス
ト

と
手
間
が
か
か
る
プ
リ
ン
ト
基
板
を
採

用
し
た
の
は
、
そ
こ
に
仮
想
ア
ー
ス
装

置
を
装
着
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
コ
ン

セ
ン
ト
１
基
当
た
り
Ｎ
／
Ｌ
各
２
個
の

ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
搭
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
１
基
で
片
ラ
イ
ン
に

１
・
１
５
㎡
（
！
）の
金
属
面
が
加
わ

る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ラ
イ
ン
に
も
４
︱

Ｖ
Ｐ
で
８
個
、

６
︱

Ｖ
Ｐ
で
は
14
個
搭
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ラ
イ
ン
が
導
通
し
た
３
Ｐ
の
壁
コ
ン
セ

ン
ト
で
も
卓
効
あ
る
が
、
２
Ｐ
の
壁
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
給
電
し
た
際
で
も
、
機

器
に
３
Ｐ
電
源
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
し
て

い
れ
ば
、
そ
れ
が
機
器
へ
仮
想
ア
ー
ス

装
置
を
装
着
し
た
の
と
同
じ
こ
と
と
な

る
。
２
Ｐ
電
源
の
ユ
ー
ザ
ー
に
も
ぜ
ひ

注
目
し
て
ほ
し
い
。

　

シ
ャ
ー
シ
は
二
重
構
造
と
な
っ
て
お

り
、
メ
イ
ン
シ
ャ
ー
シ
は
天
板
と
底
板

が
厚
手
の
ア
ル
ミ
製
、
環
状
型
の
サ
イ

ド
フ
レ
ー
ム
が
鋼
製
だ
。
コ
ン
セ
ン
ト

と
配
線
基
板
が
載
る
サ
ブ
シ
ャ
ー
シ
は

ス
テ
ン
レ
ス
製
で
、
天
板
へ
取
り
付
け

ら
れ
る
こ
と
で
底
板
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト

に
振
動
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
。
底
板

に
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
と
ハ
ネ
ナ
イ
ト
の

複
合
素
材
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
マ
ウ

ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

安
定
感
の
あ
る
圧
倒
的
な
情
報
量
で 

音
楽
的
な
豊
か
さ
を
性
格
に
伝
え
る

　

本
誌
試
聴
室
で
音
を
聴
い
た
。
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
も
か
な
り
優
れ
た
電
源
ボ
ッ

ク
ス
な
の
だ
が
、
本
機
に
取
り
替
え
て

音
が
出
た
途
端
、
も
う
絶
句
も
の
で
あ

る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
情
報
量
が
何
倍
に

も
増
え
た
よ
う
な
音
楽
の
豊
か
さ
、
端

正
さ
に
耳
を
奪
わ
れ
、
し
か
も
そ
れ
で

い
て
あ
る
種
の
過
剰
さ
、
音
の
く
ど
さ

が
全
く
な
い
。
ど
っ
し
り
と
大
地
に
根

を
下
ろ
し
た
よ
う
な
安
定
感
へ
、
超
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
に
音
が
飛
び
去
っ
て
行
く

よ
う
な
爽
快
感
が
加
わ
り
、
音
楽
が
楽

し
く
聴
き
心
地
の
良
い
こ
と
と
い
っ
た

ら
こ
の
上
な
い
。

　

今
回
の
試
聴
で
は
、
あ
え
て
試
聴
室

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
接
続
さ
れ
て
い
な
い

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
給
電
し
、
プ
リ
ア
ン

プ
以
外
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
は
全
て
２

Ｐ
電
源
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続（
ア
ー
ス
ル

ー
プ
回
避
）。
Ｎ
／
Ｌ
ラ
イ
ン
に
装
着

さ
れ
た
電
解
コ
ン
デ
ン
サ（
パ
タ
ー
ン

表
面
積
の
拡
大
）に
よ
り
、
ラ
イ
ン
イ

ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
低
減
。
そ
の
効
果
が

電
源
ラ
イ
ン
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
効
き
、

グ
ラ
ン
ド
は
機
器
の
電
位
を
安
定
さ
せ

る
方
向
に
効
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ポ
ッ
プ
ス
は
と
に
か
く
歌
手
が
歌
へ

込
め
た
抑
揚
、
愛
の
喜
び
と
慎
ま
し
や

か
に
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
人
生
へ
の
ほ

ろ
苦
い
諦
観
、
そ
う
い
っ
た
情
感
が
奔

流
に
な
っ
て
耳
へ
流
れ
込
ん
で
く
る
。

も
ち
ろ
ん
簡
単
に
購
入
を
決
断
で
き
る

製
品
で
は
な
い
が
、
こ
の
歌
を
聴
い
た

瞬
間
に
購
入
を
決
断
す
る
人
が
お
い
で

に
な
っ
て
も
、
私
は
驚
か
な
い
。
そ
れ

だ
け
の
価
値
が
必
ず
あ
る
表
現
だ
と
、

確
信
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｍ
シ
リ
ー
ズ
は
、

４
︱

Ｖ
Ｐ
と
６
︱

Ｖ
Ｐ
の
そ
れ
ぞ
れ
が

世
界
限
定
50
台
ず
つ
と
な
っ
て
お
り
、

ど
ち
ら
も
35
台
ま
で
は
非
売
品
の
高
級

電
源
ケ
ー
ブ
ル
が
付
属
さ
れ
る
。
壁
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
ボ
ッ
ク
ス
ま
で
の
ラ
イ

ン
を
、
本
誌
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
電
源
ケ

ー
ブ
ル
か
ら
そ
れ
に
取
り
替
え
て
音
を

聴
い
た
が
、
さ
ら
に
ス
ッ
キ
リ
と
音
楽

が
伸
び
、
サ
ラ
リ
と
し
た
質
感
の
中
に

微
小
域
が
生
き
生
き
と
弾
む
。
思
わ
ず

「
電
源
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
で
も
発
売
し
な

い
の
で
す
か
？
」
と
、
取
材
に
立
ち
会

っ
て
く
れ
て
い
た
同
社
の
ジ
ョ
ン
が
る

隊
長
こ
と
土
岐
泰
義
さ
ん
に
伺
っ
た
ら
、

残
念
な
が
ら
発
売
は
考
え
て
お
ら
れ
な

い
と
か
。
本
誌
発
売
時
点
で
、
ま
だ
残

っ
て
い
れ
ば
い
い
の
だ
が
。
購
入
希
望

者
は
販
売
店
へ
急
ご
う
。

光城精工創業35周年を記念して、特別にチューニングさ
れた電源ケーブル（非売品）が先着35名の方にプレゼント
されるキャンペーンも実施

メカニカル・アイソレーション・
システム（M.I.S.）は、トップカ
バー、メインボディ、ボトムカバ
ーに加え内部にサブシャーシ
を設けており、サブシャーシユ
ニットは連結部を除いて他の
機構から完全に隔離される
構造になっている。これにより、
外部振動や機構間干渉を抑
制して安定した動作を実現し
ている

配線にはワイヤーやブスバーを使わない構造を採用。基
板についているコンデンサは仮想アース、およびラインイ
ンピーダンス低減用のもので、グランド、N、Lラインはいず
れも広大な面積が確保されている

Special Issue
「オーディオアクセサリー銘機賞2026」
受賞モデル

高域への帯域が拡大され
広い空間の爽快なサウンド

福田雅光 Masamitsu Fukuda

音の重心が低く空間の見通しに優れ
電源ボックスとしての基本的な性能が高い

鈴木 裕  Yutaka Suzuki

電源ボックス兼仮想アースとして魅力を発揮
画期的な性能差を耳で納得・実感させる

園田洋世 Yosei Sonoda


